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（２） 2002.9  広報おおの

平
成
十
三
年
度
現
在
で
、
水
道

を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
三
千
六

百
八
十
八
戸
の
一
万
四
千
五
百
七

人
で
す
。

水
道
事
業
は
、
そ
の
計
画
給
水

人
口
の
規
模
に
よ
り
、
上
水
道
と

簡
易
水
道
な
ど
に
分
か
れ
ま
す
。

利
用
者
の
中
で
上
水
道
を
利
用

し
て
い
る
人
は
、
千
二
百
十
戸
の

四
千
二
百
七
人
。
市
が
水
質
の
管

理
や
施
設
の
維
持
管
理
を
行
う
、

市
営
簡
易
水
道
を
利
用
し
て
い
る

人
は
九
地
区
千
二
百
二
戸
の
四
千

八
百
五
十
五
人
、
そ
の
ほ
か
各
地

区
・
地
域
な
ど
で
維
持
管
理
を
行

う
地
区
営
簡
易
水
道
や
地
区
営
の

飲
料
水
供
給
施
設
な
ど
を
利
用
し

て
い
る
人
が
、
千
二
百
七
十
六
戸

の
五
千
四
百
四
十
五
人
で
す
。

上
水
道
は
、
昭
和
五
十
四
年
に

計
画
給
水
戸
数
六
千
四
百
戸
、
計

画
給
水
人
口
が
二
万
二
千
四
百
人

で
始
ま
り
ま
し
た
。
春
日
・
篠
座

地
区
を
中
心
に
普
及
し
、
小
山
地

区
の
一
部
や
乾
側
地
区
の
一
部
、

下
庄
地
区
の
一
部
へ
給
水
地
区
を

拡
張
し
て
い
ま
す
。（
表
一
）

市
営
簡
易
水
道
は
、
昭
和
三
十

九
年
か
ら
供
用
が
始
ま
り
、
現
在

九
地
区
で
供
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
秋
に
は
、
下
庄
北
部

地
区
の
簡
易
水
道
（
大
矢
戸
・
小

矢
戸
の
七
十
四
戸
、
三
百
八
十
人
）

の
供
用
が
始
ま
る
予
定
で
す
。

そ
の
ほ
か
三
十
九
地
区
で
地
区

営
に
よ
る
簡
易
水
道
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。（
表
二
、
三
）

上
水
道
を
利
用
す
る
に
は
、
最

初
に
加
入
金
（
表
四
）
と
給
水
工

事
費
（
配
水
管
か
ら
メ
ー
タ
ー
ま

で
水
道
管
を
引
く
た
め
の
料
金
）

水
道
は
安
定
し
た
水
の
供
給
を
は
じ
め
、
火
災
が
起
き
た
際
の
消
防

用
水
と
し
て
の
役
割
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
う
も
の
で
す
。
昭
和

五
十
二
年
冬
、
市
街
地
南
部
地
域
な
ど
約
八
百
戸
で
井
戸
枯
れ
が
お
こ

っ
た
こ
と
か
ら
市
の
上
水
道
事
業
は
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
上

水
道
や
簡
易
水
道
な
ど
市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

約
一
万
五
千
人
が
利
用

上
水
道
…
計
画
給
水
人
口
が

五
千
一
人
以
上
の
水
道

水
道
料
金

簡
易
水
道
…
計
画
給
水
人
口
が

百
一
人
以
上
、
五
千
人
以
下

上水道整備�
区域�

上水道整備�
区域�

大門地区�

小矢戸地区�

上丁地区�

深井地区�

下黒谷地区�

上黒谷地区�

千歳地区�
榎地区�

中据地区�

吉地区�

北御門地区�

区医王寺地区�

家地区森政領家地区�

下唯野�
七板地区�

八町地区�

柿ケ島地区�

西勝原地区�
下打波地区�

区森政地頭方地区�
友兼地区�

御給地区�

五条方地区�西山�
稲郷地区�

平沢�
今井地区�

上据地区�

猪島地区�

阿難祖�
領家地区�

阿難祖�
地頭方地区�

区�

家地区�

下唯野�
七板地区�

八町地区�

柿ケ島地区�

西勝原地区�
下打波地区�

区�
友兼地区�

御給地区�

五条方地区�
�

平沢�
今井地区�

木本地区�

菖蒲池地区�

中保地区�

西富田地区�

地区北富田地区�

富田地区富田地区� 阪谷第一地区阪谷第一地区�

富田地区南富田地区�

荒島地区荒島地区�

�

地区�

富田地区� 阪谷第一地区�

富田地区�

荒島地区� 東勝原地区�

上御給地区�

目）�

地区�

市営簡易水道�

地区営簡易水道�

飲料水供給施設�

安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給安全で安定した水の供給

昭和５４年�

昭和５９年�

平成元年�

平成６年�

平成１１年�

平成１３年�

685戸�

715戸�

821戸�

1,033戸�

1,207戸�

1,210戸�

2,518人�

2,912人�

3,307人�

4,076人�

4,202人�

4,207人�

�

給水戸数� 給水人口�

上水道の年次別給水戸数・人口（表一）�
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が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
使
っ
た
水
の
使
用
料

と
水
道
と
メ
ー
タ
ー
の
使
用
料
が

か
か
り
ま
す
（
表
五
・
表
六
）。

簡
易
水
道
の
場
合
、
設
置
し
て

い
る
施
設
の
方
式
に
よ
り
料
金
が

異
な
り
ま
す
。
加
入
金
や
使
用
料

な
ど
の
詳
細
は
、
上
水
道
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
で
は
安
全
な
水
の
安
定
的
な

供
給
に
向
け
、
施
設
・
機
器
の
更

新
や
配
水
管
敷
設
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
規
に
配
水
管
を
敷
設
す
る
場

合
、
維
持
や
水
質
管
理
の
面
か
ら

事
前
に
行
う
こ
と
が
難
し
い
た

め
、
地
域
や
地
区
な
ど
ま
と
ま
っ

た
単
位
で
、
加
入
が
前
提
と
な
っ

て
か
ら
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
が
生
き
る
う
え
で
必
要
な

水
、
水
道
事
業
へ
の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

市
役
所
上
水
道
課
（
1
66
・
１
１

１
１
内
線
１
５
１
）

命
を
あ
ず
か
る
水

上水道整備�
区域�

上水道整備�
区域�

上水道整備�
区域�

上水道整備�
区域�

大門地区�

小矢戸地区�

上丁地区�

深井地区�

下黒谷地区�

上黒谷地区�

千歳地区�
榎地区�

中据地区�

吉地区�

北御門地区�

医王寺地区�

森政領家地区�

下唯野�
七板地区�

八町地区�

柿ケ島地区�

西勝原地区�
下打波地区�

森政地頭方地区�
友兼地区�

御給地区�

五条方地区�西山�
稲郷地区�

平沢�
今井地区�

上据地区�

猪島地区�

阿難祖�
領家地区�

阿難祖�
地頭方地区�

大門地区�

小矢戸地区�

上丁地区�

深井地区�

下黒谷地区�

上黒谷地区�

千歳地区�
榎地区�

中据地区�

吉地区�

北御門地区�

医王寺地区�

森政領家地区�

下唯野�
七板地区�

森政地頭方地区�
友兼地区�

御給地区�

五条方地区�西山�
稲郷地区�

平沢�
今井地区�

上据地区�

猪島地区�

阿難祖�
領家地区�

阿難祖�
地頭方地区�

木本地区木本地区�

菖蒲池地区菖蒲池地区�

中保地区中保地区�

西富田地区西富田地区�

北富田地区北富田地区�

富田地区富田地区� 阪谷第一地区�

南富田地区南富田地区�

荒島地区荒島地区�

木本地区�

菖蒲池地区�

中保地区�

西富田地区�

北富田地区�

富田地区�

南富田地区�

荒島地区�

東大門地区�

飯降地区�

西据地区�
上御給地区�

下郷地区�

栗原（森目）�
地区�

平沢地区�

坂戸地区�

上水道の料金�
上水道加入金（表四）�

メーター径�
φ13ミリ�
φ20ミリ�
φ25ミリ�
φ30ミリ�
φ40ミリ�

加 入 金�
15万円�
29万円�

42万7千円�
62万4千円�
108万5千円�

一カ月のメーター使用料（表五）�

メーター径�
φ13ミリ�
φ20ミリ�
φ25ミリ�
φ30ミリ�
φ40ミリ�

使 用 料 �
120円�
180円�
230円�
260円�
350円�

水道使用料（表六）�

用　途� 家事用�

基本料金�

超過料（１立方メー
トルにつき）�

営業用�

10立方�
メー
トルまで�

20立方�
メー
トル以上�

10～20�
立方メー

トル�

1,500円� 1,650円�

165円�

210円�

210円�

250円�

市営簡易水道の現況（表二）�
施設名� 集落・地区� 給水戸数�給水人口�

西富田地区簡易水道�
富田地区簡易水道�
荒島地区簡易水道�
木本地区簡易水道�
菖蒲池地区簡易水道�
中保地区簡易水道�
北富田地区簡易水道�
阪谷第一地区簡易水道�
南富田地区簡易水道�
　　　（９地区）�

井ノロ・田野・川上・下麻生嶋�
土打・上野�
佐開・木落・蕨生�
木本�
菖蒲池�
中保�
富嶋・新田・森目・新河原・土布子�
橋爪・蓑道・落合・御領�
塚原・新塚原・富塚・田野の一部�

199戸�
133戸�
221戸�
187戸�
80戸�
52戸�
152戸�
88戸�
90戸�

1,202戸�

843人�
538人�
886人�
753人�
295人�
179人�
666人�
340人�
355人�
4,855人�

地区営簡易水道など現況（表三）�

施設名�

専用水道�

地 区 営�
簡易水道�

飲 料 水�
供給施設�
（地区営）�

五条方�
西勝原�
猪島など�
西据�
平沢�
坂戸など�
城北町の�
一部�

施設数�

29地区�

9地区�

1地区�

1,146戸�

91戸�

39戸�

4,908人�

399人�

138人�

地区名など�給水戸数�給水人口�

9月号最終  02.8.28 9:24 AM  ページ 2
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○
市
立
保
育
所
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
効
率
的
運
営
の
推
進

市
立
保
育
所
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
さ
せ
る
と
同
時
に
、
市
立

と
民
間
の
違
い
や
特
色
に
配
慮
し

な
が
ら
、
一
定
の
業
務
効
率
が
確

保
さ
れ
な
い
市
立
保
育
所
に
つ
い

て
、
統
廃
合
な
ど
に
よ
る
業
務
効

率
の
改
善
を
図
り
、
市
立
と
民
間

の
児
童
一
人
当
た
り
の
保
育
コ
ス

ト
に
大
き
な
格
差
を
生
じ
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。

○
市
立
幼
稚
園
の
統
廃
合

お
よ
び
幼
保
の
一
元
化

市
立
幼
稚
園
の
統
廃
合
、
幼
保

一
元
化
に
向
け
た
幼
稚
園
と
保
育

所
の
施
設
共
用
化
お
よ
び
保
育
内

容
の
共
有
化
な
ど
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

○
定
員
管
理
の
適
正
化

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
い
て

職
員
数
の
適
正
な
管
理
を
行
う
ほ

か
、
嘱
託
、
臨
時
職
員
に
つ
い
て

も
適
正
な
配
置
に
努
め
ま
す
。

○
各
種
研
修
の
充
実

職
員
の
政
策
形
成
、
総
合
調
整

と
に
よ
り
、
許
認
可
に
係
る
届
出

書
、
申
請
書
な
ど
の
手
続
全
般
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
、
事
務
手
続

の
簡
略
化
、
処
理
日
数
の
短
縮
化

を
図
り
ま
す
。

○
各
種
事
務
事
業
の
外
部
委
託

各
種
事
務
事
業
を
計
画
的
に
外

部
委
託
し
、
事
務
の
効
率
化
と
経

費
節
減
を
図
り
ま
す
。

○
公
共
施
設
管
理
公
社
な
ど
に
よ

る
施
設
の
効
率
的
運
営
促
進

市
が
公
共
施
設
の
管
理
運
営
を

委
託
し
て
い
る
外
郭
団
体
な
ど
に

対
し
、
管
理
す
る
公
共
施
設
の
管

理
運
営
状
況
の
分
析
な
ど
を
求

め
、
各
施
設
の
効
率
的
で
市
民
が

利
用
し
や
す
い
適
切
な
運
営
を
促

進
し
ま
す
。

○
関
連
団
体
の
自
立
化
促
進

各
種
関
連
団
体
の
自
主
運
営
、

自
立
化
を
促
進
し
ま
す
。

○
行
政
機
構
の
見
直
し

事
務
処
理
の
実
質
的
な
円
滑

化
、
簡
素
合
理
化
を
進
め
る
た
め
、

継
続
的
に
組
織
機
構
を
見
直
し
、

機
構
改
革
を
行
い
ま
す
。

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ス
テ
ム
へ
��

第
四
次
大
野
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
��

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ス
テ
ム
へ
��

第
四
次
大
野
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
��

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ス
テ
ム
へ
��

第
四
次
大
野
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
��

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ス
テ
ム
へ
��

第
四
次
大
野
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
��

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ス
テ
ム
へ
��

第
四
次
大
野
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
��

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ス
テ
ム
へ
��

第
四
次
大
野
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
��

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ス
テ
ム
へ
��

第
四
次
大
野
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
��

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ス
テ
ム
へ
��

第
四
次
大
野
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
��

二
十
一
世
紀
を
迎
え
社
会
情
勢

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
地
方
分

権
は
い
よ
い
よ
実
行
の
段
階
に
入

り
、
地
方
分
権
型
の
社
会
へ
と
移

行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
長
引
く
経
済
不
況
に
よ

る
地
方
交
付
税
や
地
方
税
の
減
少

な
ど
、
行
財
政
運
営
は
一
段
と
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
第
四

次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
「
力
強

く
や
さ
し
く
美
し
い
」
大
野
市
の

実
現
に
向
け
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
柔
軟
か
つ
弾
力
的
に
対
応
で
き

る
行
政
の
体
質
強
化
や
行
財
政
運

営
の
ス
リ
ム
化
な
ど
を
通
し
、
住

民
福
祉
の
向
上
と
個
性
的
で
活
力

あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
平
成
十
一
年
度
か
ら
三

年
間
取
り
組
ん
で
き
た
、
第
三
次

行
政
改
革
大
綱
に
さ
ら
に
検
討
を

加
え
、
新
し
い
行
政
改
革
大
綱
を

定
め
ま
し
た
。
大
綱
で
は
、
地
方

分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ス
テ

ム
に
向
け
、
基
本
理
念
と
基
本
目

標
を
次
の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

新
し
い
地
方
分
権
型
社
会
に
ふ

さ
わ
し
い
簡
素
で
効
率
的
な
行
財

政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
市
民
に
開

か
れ
た
行
政
運
営
の
確
立

①
行
政
の
守
備
範
囲
の
見
直
し

や
厳
正
な
予
算
執
行
な
ど
に

よ
り
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
運
営
お
よ
び
財
政
の
健
全

化
を
進
め
ま
す
。

②
組
織
・
機
構
の
見
直
し
に
よ

り
時
代
の
要
請
に
即
し
た
庁

内
組
織
体
制
を
確
立
す
る
ほ

か
職
員
定
数
の
適
正
管
理
や

人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

③
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
な
ど
の

活
用
に
よ
り
、
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
や
行
政
手
続
の
簡

素
化
に
努
め
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

④
市
政
情
報
の
積
極
的
な
発
信

や
市
民
へ
の
説
明
責
任
の
徹

底
に
よ
り
、
行
政
運
営
の
透

明
性
を
高
め
、
市
民
に
開
か

れ
た
市
政
を
推
進
し
ま
す
。

○
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化

各
種
事
務
事
業
を
分
類
・
見
直

し
、
整
理
合
理
化
を
図
り
ま
す
。

○
申
請
手
続
等
の
簡
素
合
理
化

電
子
媒
体
な
ど
を
活
用
す
る
こ

策
定
の
背
景
・
基
本
方
針

○
基
本
理
念

○
基
本
目
標

１
事
務
事
業
の
見
直
し

２
組
織
・
機
構
の
見
直
し

３
定
員
管
理
の
適
正
化

人
材
の
育
成
・
確
保
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治
体
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

○
市
町
村
合
併

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
進
め
、
市
民
に
対
し
、
適
宜

合
併
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
な

が
ら
、
合
併
の
可
能
性
、
方
向
性

を
見
極
め
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

自
治
体
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

平
成
十
六
年
を
目
標

本
大
綱
の
推
進
期
間
は
、

平
成
十
四
年
度
か
ら
三
年
間

と
し
、
目
標
年
次
を
平
成
十

六
年
と
し
ま
す
。

た
だ
し
中
・
長
期
的
な
視

点
で
取
り
組
む
べ
き
内
容
に

つ
い
て
は
、
別
に
目
標
年
次

を
定
め
ま
す
。

大
綱
の
推
進
は
基
本
理
念

と
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
大

野
市
行
政
改
革
推
進
本
部
を

中
心
に
全
庁
体
制
で
取
り
組

み
ま
す
。

推
進
の
的
確
な
進
行
管
理

を
行
い
、
実
施
結
果
な
ど
を

公
表
し
て
い
き
ま
す
。

市
役
所
総
務
課
（
1
66
・
１

１
１
１
内
線
２
４
０
）

査
研
究
し
、
早
期
導
入
を
図
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
庁
内
に
事
務
事

業
評
価
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

○
効
率
的
な
予
算
執
行

費
用
対
効
果
を
重
視
し
た
予
算

編
成
方
法
を
確
立
し
、
効
率
的
な

予
算
執
行
に
努
め
ま
す
。

○
経
費
の
節
減

事
務
事
業
や
各
種
負
担
金
、
補

助
金
の
見
直
し
、
市
債
発
行
額
の

抑
制
等
に
よ
り
、
経
費
節
減
を
図

り
ま
す
。

○
そ
の
他
の
財
政
対
策

未
利
用
市
有
地
や
基
金
の
有
効

活
用
等
に
よ
り
、
財
源
の
確
保
、

経
費
の
縮
減
に
努
め
ま
す
。

○
一
般
廃
棄
物
処
理
事
務

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
で
進
め
て
い
る
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
の
建
設
に
向
け
て
、

引
き
続
き
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

○
消
防
行
政
の
広
域
化
の
検
討

広
域
的
な
見
地
か
ら
、
合
理
的

か
つ
効
率
的
な
消
防
行
政
の
運
営

を
図
る
方
策
に
つ
い
て
、
関
係
自

計
画
的
な
研
修
会
の
開
催
な
ど

で
、
市
民
が
情
報
機
器
に
慣
れ
親

し
み
、
情
報
を
取
得
・
活
用
し
て

い
く
基
本
的
な
能
力
（
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
）
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

○
行
財
政
情
報
の
市
民
公
開

市
民
と
情
報
を
共
有
す
る
た

め
、
予
算
の
概
要
説
明
書
を
は
じ

め
、
各
種
行
財
政
情
報
を
各
戸
に

配
布
し
ま
す
。

○
市
税
収
入
の
確
保

課
税
客
体
の
的
確
な
把
握
、
滞

納
整
理
の
着
実
な
実
施
な
ど
に
よ

り
、
市
税
収
入
の
確
実
な
徴
収
に

努
め
ま
す
。

○
各
種
負
担
金
・

公
共
施
設
使
用
料
等
の
見
直
し

各
種
負
担
金
、
公
共
施
設
使
用

料
な
ど
の
見
直
し
に
よ
り
、
歳
入

を
確
保
し
ま
す
。

○
事
務
事
業
評
価シ

ス
テ
ム
の
導
入

行
政
効
率
・
自
己
管
理
能
力
の

向
上
を
図
り
、
事
務
事
業
の
整
理

合
理
化
を
進
め
る
た
め
、
本
市
に

ふ
さ
わ
し
い
評
価
シ
ス
テ
ム
を
調

ト
で
市
例
規
集
の
閲
覧
を
可
能
に

す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

○
市
議
会
会
議
録

検
索
シ
ス
テ
ム
の
導
入

庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
市
議
会
会
議
録
を
検
索
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

○
個
人
情
報
の
保
護
対
策
な
ど

個
人
情
報
や
知
的
所
有
権
を
保

護
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ウ
イ
ル
ス
や
災
害
な
ど
に
対
す

る
情
報
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を

講
じ
ま
す
。

○
電
子
情
報
管
理
規
定
の
整
備

電
子
情
報
の
管
理
な
ど
に
関
す

る
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
多
様
な
行
政

情
報
を
提
供
す
る
た
め
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
を
改
善
し
ま
す
。

○
行
政
情
報
発
信
の
推
進

市
や
市
議
会
、
各
公
共
施
設
な

ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
デ
ー
タ
を
充

実
し
、
行
政
情
報
の
発
信
を
推
進

し
ま
す
。

○
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上

能
力
を
開
発
し
、
総
合
職
、
専
門

職
の
育
成
を
図
る
た
め
、
各
種
研

修
を
充
実
し
ま
す
。

○
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

職
員
の
能
力
・
成
績
を
公
正
に

評
価
す
る
新
た
な
人
事
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

○
多
様
な
人
材
の
確
保

多
様
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め

人
事
交
流
な
ど
を
推
進
す
る
ほ

か
、
職
員
採
用
試
験
の
あ
り
方
、

方
法
な
ど
を
見
直
し
ま
す
。

○
電
子
自
治
体
の
実
現

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対

応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
行
政
情
報
に
つ
い
て
、

電
子
媒
体
を
紙
媒
体
と
同
等
に
扱

い
、
公
開
性
の
高
い
情
報
蓄
積
を

し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
庁
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
（
情
報
通
信
網
）
環
境
を
整
備

拡
充
し
、
職
員
１
人
に
１
台
の
パ

ソ
コ
ン
を
配
備
し
ま
す
。

○
例
規
集
の
電
子
デ
ー
タ
化

庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

５
行
財
政
の
健
全
化
推
進

６
広
域
行
政
の
推
進

４
情
報
通
信
技
術
な
ど
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
情
報
公
開
の
推
進
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ー
マ
に
作
品
を
制
作
し
ま
す
。

こ
こ
で
作
ら
れ
た
作
品
の
一
点

以
上
が
市
に
残
さ
れ
、
市
内
に

常
設
さ
れ
る
計
画
で
す
。
作
品

の
素
材
は
ガ
ラ
ス
や
木
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ト
リ
エ
で
は
作
品
の
制
作

を
見
学
で
き
る
ほ
か
、
作
品
の

説
明
会
や
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の
素

材
を
使
っ
た
体
験
工
房
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
ほ
か
、
作
家
が
小

学
校
や
中
学
校
を
訪
れ
、
芸
術

に
つ
い
て
語
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
い
日
程
や
内
容
な
ど
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

文
化
振
興
室

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
５

４
６
）

れ
、
八
月
中
旬
か
ら
九
月
下
旬

に
か
け
、
清
瀧
に
設
け
た
ア
ト

リ
エ
（
工
房
）
で
創
作
活
動
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
「
大
野
ア
ー
ト
ウ
エ
ー

ブ
」
で
、
滞
在
し
創
作
活
動
を

行
う
の
は

岩
本
宇
司

い
わ
も
と
た
か
し

さ
ん
（
福
井
市
）

福
岡
県
出
身
・
造
形
作
家

湊
谷
源
邦

み
な
と
や
も
と
く
に

さ
ん
（
金
津
町
）

金
津
町
出
身
・
ガ
ラ
ス
作
家

の
二
人
で
す
。（
五
十
音
順
）

二
人
は
ア
ト
リ
エ
で
水
を
テ

作
家
が
一
定
期
間
地
域
に
滞

在
し
、
創
作
活
動
を
通
し
て
地

域
の
人
た
ち
と
交
流
す
る
「
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
（
Ａ
Ｉ
Ｒ
）」。

「
大
野
ア
ー
ト
ウ
エ
ー
ブ
」

は
、
そ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ

ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
を
大
野
で
行

う
も
の
で
す
。

公
募
し
た
市
民
三
十
人
に
よ

る
実
行
委
員
会
（
大
野
ア
ー
ト

ウ
エ
ー
ブ
実
行
委
員
会
）
に
よ

り
、
昨
年
か
ら
準
備
が
進
め
ら

れ
、
予
算
総
額
は
百
四
十
三
億

九
千
二
百
六
十
一
万
三
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
前
年
同
期
と
比

べ
、
一
・
五
％
の
減
で
す
。

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
シ
ビ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
設
計
委
託
事

業
や
小
山
地
区
に
建
設
す
る
工

業
団
地
の
開
発
行
為
許
可
申
請

経
費
、
そ
の
ほ
か
小
・
中
・
高

校
の
モ
デ
ル
校
に
社
会
奉
仕
や

自
然
体
験
、
勤
労
生
産
活
動
な

ど
を
行
う
経
費
な
ど
で
す
。

第
三
百
十
七
回
定
例
市
議
会

が
、
七
月
九
日
か
ら
二
十
四
日

に
か
け
て
開
か
れ
ま
し
た
。

「
一
般
会
計
補
正
予
算
案
」

や
「
大
野
市
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
推
進
条
例
案
」
な
ど

十
二
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳

出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
億
九
千
四

百
六
十
一
万
三
千
円
が
追
加
さ

7月補正 一般会計の主な事業

◆教育費

シビックセンター設計委託事業

（学校教育施設）………………38,700千円

（社会教育施設）……………… 4,450千円

豊かな体験活動推進事業………… 4,990千円

◆商工費

工業団地造成事業…………………27,660千円

◆労働費

地域職業訓練センター各種講座開設事業

…………………………………… 4,273千円

◆農林水産業

県営造成施設管理体制促進補助

…………………………………… 3,425千円

定 例
市 議 会

一
般
会
計
に

１
億
９
千
４
６
１
万
円
余
り
を
追
加

ガラス体験工房の様子

至 福井市�

工場�

砂山トンネル�

国道158号�
バイパス�

国道�
476号�
�

国道476号�
� 至 市街地�

国
道
１
５
８
号�

大野アート・��
ウエーブ��
アトリエ��

芸
術
通
し
地
域
と
交
流

水
を
テ
ー
マ
に
創
作

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流
��

大
野
アー

ト

大
野
アー

ト
・
ウ
エー

ブ

ウ
エー

ブ
��

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流
��

大
野
アー

ト
・
ウ
エー

ブ
��

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流
��

大
野
アー

ト

大
野
アー

ト
・
ウ
エー

ブ

ウ
エー

ブ
��

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流
��

大
野
アー

ト
・
ウ
エー

ブ
��

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流
��

大
野
アー

ト

大
野
アー

ト
・
ウ
エー

ブ

ウ
エー

ブ
��

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流
��

大
野
アー

ト
・
ウ
エー

ブ
��

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流
��

大
野
アー

ト

大
野
アー

ト
・
ウ
エー

ブ

ウ
エー

ブ
��

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流
��

大
野
アー

ト
・
ウ
エー

ブ
��

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流
��

大
野
アー

ト

大
野
アー

ト
・
ウ
エー

ブ

ウ
エー

ブ
��

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流
��

大
野
アー

ト
・
ウ
エー

ブ
��

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流
��

大
野
アー

ト

大
野
アー

ト
・
ウ
エー

ブ

ウ
エー

ブ
��

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流
��

大
野
アー

ト
・
ウ
エー

ブ
��

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流
��

大
野
アー

ト

大
野
アー

ト
・
ウ
エー

ブ

ウ
エー

ブ
��

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流
��

大
野
アー

ト
・
ウ
エー

ブ
��

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流
��

大
野
アー

ト

大
野
アー

ト
・
ウ
エー

ブ

ウ
エー

ブ
��

作
家
が
滞
在
し
創
作
活
動
や
交
流
��

大
野
アー

ト
・
ウ
エー

ブ
��
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空気取入口及び煙突の
先端以外に開口部（穴、
亀裂）などが無いこと 

廃棄物投入口の二
重扉化や廃棄物の
連続投入装置が設
置されていること 

燃焼室で発生するガ
スが800度以上の温
度となるように廃棄
物を焼却できる燃焼
室であること 

燃焼ガスの温度を保つ
ための灯油やガスなど
を燃料とする助燃バー
ナが設置さていること 

燃焼室に温度計
（一般的に電気
式）が設置され
ていること 

必要な空気量が供
給できる装置（フ
ァンなど）が設置
されていること 

小
型
焼
却
炉
の
例

2002.9  広報おおの （７）

火
床
面
積
が
〇
・
五
平
方
c

以
上
ま
た
は
焼
却
能
力
が
一
時
間

当
た
り
五
十
i

以
上
の
焼
却
炉
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
設
置

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

い
し
ま
す
。

や
む
を
得
ず
焼
却
を
行
う
場

合
は
、
煙
や
に
お
い
な
ど
に
よ

る
周
囲
へ
の
影
響
を
十
分
に
配

慮
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
小
型
焼
却

炉
を
購
入
す
る
場
合
、
十
二
月

一
日
か
ら
の
構
造
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
、
よ
く
確
認
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
廃
棄
物
の
焼
却
禁
止

に
違
反
し
た
場
合
は
、
三
年
以

下
の
懲
役
、
ま
た
は
三
百
万
円

以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４

６
２
）

廃
棄
物
の
処
理
基
準
改
正

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
廃

棄
物
処
理
基
準
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
平
成
十
四

年
十
二
月
一
日
か
ら
、
小
型
焼

却
炉
の
構
造
基
準
が
大
幅
に
強

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
が
規
制
対
象
に

現
在
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど

で
使
用
さ
れ
て
い
る
小
型
焼
却

炉
の
多
く
は
、
改
正
後
の
基
準

を
満
た
す
こ
と
が
難
し
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
十
二
月
一
日
か

ら
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う

使
用
期
限
と
な
る
十
一
月
三

十
日
ま
で
は
期
間
が
あ
り
ま
す

が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生

を
抑
え
る
た
め
、
で
き
る
だ
け

家
庭
用
の
小
型
焼
却
炉
な
ど
で

ゴ
ミ
を
燃
や
さ
な
い
よ
う
お
願

12月１日からの構造基準内容

①空気取入口および煙突の先端以外に焼却
設備内と外気とが接することなく、燃焼
ガスの温度が摂氏８００度以上の状態で
廃棄物を焼却できるものであること
※８００度以上の燃焼温度でダイオキシン
類の発生が抑えられます

②焼却に必要な量の空気の通風が行われる
ものであること

③外気と遮断された状態で定量ずつゴミを
燃焼室に投入できること

④燃焼室中の燃焼ガスの温度を測定できる
装置があること

⑤燃焼ガスの温度を保つために必要な助燃
装置があること

現在の構造基準内容
①空気取入口および煙突の先端以外
に焼却設備内と外気とが接するこ
となく、廃棄物を焼却できるもの
であること
②焼却に必要な量の空気の通風が行
われるものであること

十
二
月
一
日
か
ら

小
型
焼
却
炉
の
規
制
強
化
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保
健センタ

ー
健
康通信

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（165・7333）
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健康日本２１

「
健
康
日
本
21
」
は
次
の
よ
う

な
特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。

①
が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
・
糖

尿
病
な
ど
の
、
生
活
習
慣
病
の

原
因
と
な
る
生
活
習
慣
の
改
善

を
、
数
値
目
標
で
具
体
的
に
示

し
て
い
ま
す
。

②
行
政
・
職
場
・
地
域
・
学
校
な

ど
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

③
働
き
盛
り
の
年
代
の
死
亡
を
減

ら
す
こ
と
や
健
康
寿
命
を
延
ば

す
こ
と
で
、
人
と
し
て
健
や
か

で
心
豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
健
康
寿
命
と
は
、
痴
ほ
う
や

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
で
生
活

で
き
る
期
間
で
す
）

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
効

果
の
あ
る
、
生
活
習
慣
の
改
善
策

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
食
塩
の
摂
取
量
を
一
日
一
〇
f

以
下
に
減
ら
し
ま
し
ょ
う

●
野
菜
の
摂
取
量
を
一
日
三
五
〇

f

以
上
に
増
や
し
ま
し
ょ
う

●
週
に
二
回
以
上
は
三
十
分
以
上

の
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う

●
高
齢
者
は
積
極
的
に
外
出
を
増

や
す
な
ど
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

●
自
分
の
適
正
体
重
を
知
り
、
そ

の
体
重
を
維
持
し
ま
し
ょ
う

（
適
正
体
重
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
指
数
で

二
二
を
標
準
と
し
ま
す
。）

※
Ｂ
Ｍ
Ｉ
指
数
＝
体
重
i

÷

（
身
長
c

×
身
長
c

）

●
検
診
を
受
け
、
糖
尿
病
・
高
血

圧
・
高
脂
血
症
・
が
ん
の
早
期

発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う

●
た
ば
こ
が
健
康
に
お
よ
ぼ
す
影

響
を
知
り
、
喫
煙
者
は
た
ば
こ

を
吸
わ
な
い
人
の
健
康
に
配
慮

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
喫
煙
者
も

で
き
る
だ
け
禁
煙
し
ま
し
ょ
う

健
康
づ
く
り
は
、
一
人
ひ
と
り

が
意
識
し
、
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
し
か
し
個
人
の
努
力
だ

け
で
は
、
な
か
な
か
出
来
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

検
診
の
体
制
充
実
や
公
共
の
場

で
の
分
煙
推
進
、
運
動
が
で
き
る

環
境
の
整
備
な
ど
地
域
・
職
場
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
支
援
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

市
民
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
健

康
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
特
色

～ちょっと気になる栄養の話～

今回は栄養価の高さから、最近注目を集めている
玄米について紹介します。
玄米は、もみからもみ殻を取り除いただけの米で

す。その玄米を精米し、ぬか層やはい芽の部分を取
り除いたものが普段私たちが食べている白米です。
白米は大部分がはい乳で、ほとんどがでんぷん質

（糖質）です。しかしお米の持つ多彩な栄養素は、
白米にするときに取り除かれてしまう、はい芽やも
み殻（種皮）に集中して含まれているのです。
玄米と白米とを比べると、食物繊維やビタミンＢ

１・Ｅは４倍、ビタミンＢ２は２倍など、玄米のほ
うが大変豊富に含んでいます。特にビタミンＢ群は、
糖質の分解を助けてエネルギー化する働きがあるこ
とから、疲労の回復、脳の活性や集中力につながり、
やる気の出てくる栄養素とも呼ばれています。食物
繊維は便秘や整腸作用・コレステロール吸収の抑制
の効果が、ビタミンＥは抗酸化作用でガンや老化な
どを防止します。このように栄養豊富な玄米ですが、
消化があまり良くないので、よくかんでしっかり栄
養を吸収しましょう。

み
ん
な
で
進
め
る

健
康
づ
く
り

「
健
康
日
本
21
」
を
ご
存
知
で
す
か
。
こ
れ
は
平
成

十
二
年
三
月
に
厚
生
労
働
省
が
提
唱
し
た
、
二
十
一
世

紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動
の
こ
と
で
、
二
〇

一
〇
年
度
を
目
標
年
次
と
し
て
、
健
康
に
関
す
る
意
識

の
向
上
や
取
り
組
み
を
促
す
も
の
で
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
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消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ166・1111 内線464（ ）

（９）

市　役　所
生活環境課

暮
ら
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の
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現
在
、
通
信
販
売
が
行
わ
れ
て

い
る
商
品
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
豊
富
な
商
品
か
ら
、
じ
っ
く

り
と
品
物
を
選
ぶ
楽
し
さ
が
、
通

信
販
売
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
通
信
販
売
を
利
用
す
る

人
が
増
え
る
一
方
で
「
そ
の
し
く

み
が
良
く
分
か
ら
な
い
」
「
何
と

な
く
不
安
だ
」
と
い
う
人
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

①
商
品
を
選
ぶ
と
き

●
販
売
条
件
を
確
か
め
る

・
価
格
…
消
費
税
は
、
内
税
か
外

税
か

・
送
料
…
有
料
の
場
合
そ
の
額

・
代
金
の
支
払
い
時
期
や
支
払
い

方
法
な
ど
（
前
払
い
の
場
合
は

特
に
注
意
が
必
要
）

・
商
品
は
い
つ
ご
ろ
届
く
か

・
返
品
や
交
換
の
条
件
…
返
品
で

き
る
か
、
で
き
な
い
か

通通信信販販売売のの上上手手なな利利用用法法

返
品
で
き
る
場
合
は
、
可
能
な

期
間
や
手
続
き
の
方
法
、
返
品

に
か
か
る
送
料
な
ど
を
確
認

●
販
売
会
社
の
社
名
や
住
所
、
電

話
番
号
を
確
認
す
る

●
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ａ
（
ジ
ャ
ド
マ
・
日

本
通
信
販
売
協
会
）
の
マ
ー
ク

が
記
載
さ
れ
て
い
る
か

②
商
品
を
注
文
す
る
と
き

●
注
文
す
る
商
品
を
間
違
え
な
い

よ
う
注
意
す
る

・
商
品
番
号
を
確
か
め
る

・
サ
イ
ズ
や
色
、
柄
を
確
認

●
自
分
に
合
っ
た
支
払
い
方
法
を

選
択
、
確
認
す
る
（
通
信
販
売

の
多
く
は
、
商
品
を
注
文
す
る

と
き
に
支
払
い
方
法
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
）

●
広
告
の
紙
面
や
注
文
の
控
え
な

ど
を
残
し
て
お
く

●
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
の
と
き
は
、
メ
モ
を
用
意
し

書
い
た
も
の
を
残
し
て
お
く

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
、

注
文
し
た
と
き
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
画
面
な
ど
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
、
手
元
に
残
し
て
お
く

③
商
品
が
届
い
た
と
き

●
品
物
を
す
ぐ
に
点
検
す
る

●
間
違
い
が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ

に
販
売
会
社
へ
連
絡
す
る

返
品
し
た
場
合
は
、
送
り
状
の

控
え
を
必
ず
保
管
し
て
お
く

④
代
金
を
支
払
う
と
き

●
多
く
の
通
信
販
売
で
、
商
品
を

注
文
す
る
と
き
に
代
金
の
支
払

い
方
法
を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
支
払
い
の
条
件

な
ど
は
、
販
売
会
社
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す

●
郵
便
局
や
銀
行
な
ど
で
、
払
い

込
み
や
振
り
込
み
を
行
っ
た
場

合
は
、
控
え
を
大
切
に
保
管
し

て
お
き
ま
し
ょ
う

●
代
金
の
前
払
い
は
、
基
本
的
に

避
け
た
ほ
う
が
良
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
通
信
販
売
を
行
っ
て
い

る
会
社
が
、
倒
産
し
て
い
た
り

行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
商
品
が

届
く
前
に
代
金
を
支
払
う
こ
と

は
避
け
ま
し
ょ
う

通
信
販
売
で
困
っ
た
と
き
は
、

「
通
販
一
一
〇
番
」
へ
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

通
販
一
一
〇
番
は
、(

社)

日
本

通
信
販
売
協
会
に
設
け
ら
れ
た
、

日
本
で
唯
一
の
通
信
販
売
専
門
の

消
費
者
相
談
窓
口
で
す
。

専
任
の
相
談
員
が
、
皆
さ
ん
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

（
1
０
３
・

５
６
５
１
・

１
１
２
２
・

平
日
の
み
）

自
宅
に
居
な
が
ら
に
し
て
商
品
が
手
に
入
る
便
利
な

「
通
信
販
売
」。
現
在
た
く
さ
ん
の
人
が
利
用
し
て
い
て
、

そ
の
販
売
方
法
も
カ
タ
ロ
グ
や
新
聞
広
告
、
テ
レ
ビ
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
や
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
、
い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
通
信
販
売
を
利
用
す
る
と
き
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト

通
信
販
売
で
困
っ
た
ら

豊
富
な
商
品
が
魅
力



（ ）

2002.9  広報おおの

市民の��
ページ��
市民の��
ページ��

資
源
の
有
効
利
用
な
ど
を
目
的

に
、
昨
年
の
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
。
こ
の

法
律
に
よ
り
消
費
者
は
テ
レ
ビ
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
の

四
品
目
を
排
出
す
る
場
合
、
再
資

源
化
す
る
た
め
の
費
用
を
負
担
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
者
が
対
象
と
な
る
家
電
製

品
を
排
出
す
る
場
合
、
次
の
三

つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

・
郵
便
局
で
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

券
」
を
購
入
し
、
家
電
の
運
搬

許
可
業
者
（
収
集
運
搬
料
金
が

必
要
）
に
依
頼
す
る

・
郵
便
局
で
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

券
」
を
購
入
し
、
直
接
指
定
引

き
取
り
場
所
に
持
ち
込
む

・
電
気
小
売
店
（
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
券
の
料
金
、
収
集
運
搬
料
金

が
必
要
）
に
依
頼
す
る

指
定
引
き
取
り
場
所
は
、
家
電

メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

当
市
で
排
出
さ
れ
る
家
電
製
品
は
、

福
井
市
に
二
カ
所
あ
る
指
定
引
き

取
り
場
所
の
い
ず
れ
か
に
運
ば
れ

Ｇ
・
Ｃ
大
野
は
、
平
均
年
齢
約

六
十
二
歳
の
還
暦
軟
式
野
球
チ
ー

ム
で
す
。
チ
ー
ム
名
の
「
Ｇ
・
Ｃ
」

は
「
じ
い
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」
の
頭

文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

還
暦
軟
式
野
球
は
、
六
十
歳
以

上
の
人
た
ち
が
行
う
野
球
で
す
。

ベ
ー
ス
と
ベ
ー
ス
の
間
や
ピ
ッ
チ

ャ
ー
と
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
間
が
、

一
般
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
よ
り
も
約
二

c

ず
つ
短
く
な
っ
て
い
る
の
が
特

徴
で
、
近
年
全
国
的
に
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

Ｇ
・
Ｃ
大
野
の
結
成
は
、
平
成

十
一
年
。
メ
ン
バ
ー
は
、
現
在
二

十
五
人
で
、
最
年
長
の
人
は
六
十

七
歳
で
す
。
毎
週
二
回
、
早
朝
に

練
習
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
県
の
還
暦
軟
式
野
球
連

盟
の
リ
ー
グ
戦
で
初
優
勝
し
、
今

年
の
五
月
に
は
、
滋
賀
県
で
行
わ

れ
た
西
日
本
還
暦
軟
式
野
球
大
会

に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。

収
集
運
搬
料
金
は
、
収
集
す
る

場
所
や
引
き
取
る
家
電
の
大
き
さ

な
ど
が
違
う
た
め
、
小
売
店
や
引

き
取
り
業
者
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
異
な
っ
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

れ
ら
法
の
対
象
と
な
る
家
電
製
品

の
持
ち
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
こ
れ
ら
を
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
し
た
場
合
は
、
不

法
投
棄
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
目
的
は
、

み
ん
な
で
限
り
あ
る
資
源
を
有
効

に
利
用
し
、
地
球
に
や
さ
し
い
循

環
型
の
社
会
を
築
く
こ
と
。
ぜ
ひ
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
1
65
・
６
１
２
０
）

（１０）

Ｇ．Ｃ大野

������������������������������������������������

「
私
た
ち
の
持
ち
味
は
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

疲
れ
か
ら
守
備
範
囲
の
狭
く
な
っ

た
選
手
を
、
ま
わ
り
の
選

手
が
自
然
と
カ
バ
ー
す
る

な
ど
、
み
ん
な
で
支
え
あ

い
な
が
ら
プ
レ
ー
し
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
中
心

に
、
バ
ッ
ク
が
エ
ラ
ー
の

少
な
い
確
実
な
守
備
を
行

う
チ
ー
ム
で
す
。
た
だ
攻

撃
に
波
が
あ
る
た
め
、
思

い
が
け
ず
苦
戦
す
る
こ
と

が
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
監

督
の
山
内
貞
夫
さ
ん
。

メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
横

田
末
三
さ
ん
は
「
ミ
ス
を

恐
れ
ず
、
の
び
の
び
と
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
一
番
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
元
気

で
楽
し
く
野
球
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
ね
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

事
務
局
の
横
田
末
三
さ
ん
（
1
66

・
５
４
６
１
）
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

健
康
で
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー

今月のスナップ

おめでとう 利用者１００万人目
「奥越高原青少年自然の家」

ごみ？ゴミ？⑥
家電リサイクル法

■「広報おおの」では、皆さんの

活動や意見など、さまざまな内容

を募集しています。あなたも紙面

に参加しませんか。

〒９１２－８６６６大野市天神町

１－１市役所秘書広報課広報広聴

係（166・１１１１内線４４０）

yamabiko@city.ono.fukui.jp

家電処理に必要な料金

品　　名

エアコン

テ　レ　ビ

冷　蔵　庫

洗　濯　機

金　額

３５００円

２７００円

４６００円

２４００円

リサイクル料金（税別）

＋

運搬処理料金

業者によって
異なります



乾
側
小
学
校
で
は

「
ふ
る
さ
と
乾
側
の
宝

さ
が
し
」
を
テ
ー
マ
に
、

各
学
年
が
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
総
合
的

な
学
習
の
中
で
、
乾
側

地
区
の
歴
史
や
自
然
、
文
化
な
ど

を
調
査
し
、
地
元
の
良
さ
を
見
つ

め
直
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

中
で
も
四
年
生
は
〃
「
乾
側
の

宝
」
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
〃
を
テ
ー
マ

に
、
自
分
た
ち
で
見
つ
け
た
地
元

の
宝
を
、
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え

よ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

一
学
期
に
は
、
昨
年
（
三
年
生

の
と
き
）
勉
強
し
た
乾
側
の
歴
史

や
文
化
の
こ
と
な
ど
を
参
考
に
、

宝
物
集
め
を
行
い
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
宝
物
の
中
で
、
子
ど

も
た
ち
が
特
に
注
目
し
た
の
が
、

粘
土
で
し
た
。
こ
れ
は
乾
側
で
、

昔
か
ら
土
器
が
た
く
さ
ん
出
土
し

粘土を前にハイチーズ粘土を前にハイチーズ粘土を前にハイチーズ粘土を前にハイチーズ粘土を前にハイチーズ粘土を前にハイチーズ粘土を前にハイチーズ粘土を前にハイチーズ粘土を前にハイチーズ粘土を前にハイチーズ粘土を前にハイチーズ粘土を前にハイチーズ粘土を前にハイチーズ粘土を前にハイチーズ粘土を前にハイチーズ粘土を前にハイチーズ粘土を前にハイチーズ
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て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
土
器
に

地
元
産
の
粘
土
が
使
わ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
こ
の
粘
土
を
使
っ
て
乾

側
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
焼
き
物
づ

く
り
に
挑
戦
し
始
め
ま
し
た
。

七
月
に
は
全
員
で
、
粘
土
を
取

り
に
い
き
ま
し
た
。
二
学
期
か
ら

は
専
門
家
を
招
い
て
、
土
の
こ
ね

方
や
成
形
の
方
法
な
ど
を
教
え
て

も
ら
い
、
本
格
的
に
作
品
づ
く
り

に
取
り
か
か
る
そ
う
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
作
品
を
仕
上
げ
、

十
一
月
の
ふ
れ
あ
い
集
会
（
学
習

発
表
会
）
で
、
乾
側
の
宝
物
と
し

て
発
表
す
る
予
定
で
す
。

◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆�

「乾側の宝」知って
焼き物づくりに挑戦！

乾側小学校四年生

図書館�の�本�

昨年、市内在住の元教師の女性

が、１冊の本を出版しました。

この本は「母の語らいから」

「子として思うこと」「卒業生にお

くることば」の３部からなってい

ます。

中でも「母の語らいから」は、

戦争で夫を亡くし５人の子どもを

苦労して育てた母親の話が、まる

で母親本人が語っているかのよう

に書かれています。食事や手伝い

など日常生活のことを語り口調で

つづった文章からは、著者の母親

に対する深い敬愛と感謝の気持ち

が伝わってくるようです。

『みつめる』

工
房
に
勤
務
し
、
加
工
法
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。
昨
年
、
作
家
と
し

て
独
立
し
、
現
在
は
出
身
地
の
金

津
町
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
大
野
ア
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ
で
は
、

コ
ッ
プ
や
器
な
ど
一
般
に
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス
の
作
品
で
は

な
く
、
素
材
と
し
て

の
ガ
ラ
ス
の
魅
力
を

再
発
見
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
作
品
を
作

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
滞
在
中
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の

人
と
交
流
を
深
め
、

大
野
の
こ
と
を
詳
し

く
知
り
た
い
で
す

ね
」
と
熱
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

電子メールで市民提案　E-mail yamabiko@city.ono. fukui. jp

こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��

湊
谷
源
邦
さ
ん
は
、
ガ
ラ
ス
を

使
っ
て
作
品
を
作
る
芸
術
家
で
す
。

国
際
公
募
展
を
は
じ
め
、
全
国
各

地
の
美
術
展
で
入
選
す
る
な
ど
、

ガ
ラ
ス
美
術
工
芸
の
世
界
で
注
目

を
集
め
て
い
る
若
手
作
家
の
一
人

で
す
。

八
月
中
旬
か
ら
「
大
野
ア
ー
ト

ウ
ェ
ー
ブ
」
実
行
委
員
会
の
招
き

で
市
内
に
滞
在
し
、
地
元
の
人
た

大
野
ア
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ
の
ガ
ラ
ス
作
家

湊
み
な
と

谷や

源も
と

邦く
に

さ
ん
（
二
十
六
歳
・
金
津
町
）

ち
と
交
流
し
な
が
ら
創
作
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
ガ
ラ
ス
の
魅
力
は
〃
光
を
彫

刻
で
き
る
〃
と
こ
ろ
。
色
や
形
に

よ
っ
て
、
レ
ン
ズ
の
役
目
を
し
た

り
、
反
射
し
た
り
と
、
光
を
自
由

に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ガ
ラ
ス
の
持

つ
神
秘
的
で
幻
想

的
な
雰
囲
気
が
と

て
も
気
に
入
っ
て

い
ま
す
」

ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
作
家
だ
っ
た
父

親
の
背
中
を
見
な

が
ら
育
っ
た
湊
谷

さ
ん
。
東
京
に
あ

る
ガ
ラ
ス
工
芸
研

究
所
を
終
了
後
、

県
内
外
の
ガ
ラ
ス

起橋英子著　燃焼社刊

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

湊谷さんの作品



イトヨ音頭初披露

有機肥料で栽培された食べ物のおいしさを感じ

てもらおうと８月４日、スターランドさかだにで

「有機ジャガイモの掘り取り体験」が行われまし

た。約40人の親子が土まみれになってジャガイモ

を収穫、早速ふかしたイモにバターをつけて味わ

っていました。

有機ジャガイモ“掘り取り”
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介護保険制度の普及や啓発をサポートする

「介護保険れんじゃー部隊」の養成講座が、

７月29日から始まりました。これは家庭や地

域で制度をもっと上手に利用してもらうこと

を目的に行うもので、初回のこの日は約60人

が受講。12月まで10回シリーズで、制度の概

要や保険料などについて学びます。

介護保険制度もっと知って

�話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

８月４日、本願清水イトヨの里で「イトヨ音頭」の

発表会が行われました。イトヨを大切にしようと作ら

れた音頭には、イトヨの愛らしさをはじめ、本願清水

などの水の美しさが歌われています。発表会では糸魚

町婦人会の会員約30人が７月下旬から練習を重ねてき

た踊りを披露。元気に泳ぐイトヨの姿などが表現され

た踊りに、さかんに拍手が送られていました。

アジアの鉄人が直接指導
陸上競技の中学校体育実技研修会が８月13日、ふれ

あい公園で行われました。講師にはハンマー投げの元

オリンピック選手室伏重信さんが招かれ、準備運動の

方法や走り幅跳び、砲丸投げなどを実演を交え指導。

中学生約１１０人が真剣な表情で学んでいました。

木本集落センターのグラウンドに、滑り台とジャン
グルジムなどが一体になった遊具が設置されました。
これは（財）自治総合センターから、宝くじ普及広報
事業の一環として助成を受け「このもとカジカ村」が
整備したものです。

木本地区に遊具を設置



みんなの夏休み
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身近な話題をお知らせください。

�話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

燃えた夏、おおの城まつり
夏の一大イベント第35回おおの城まつりが、８月13日か

ら16日までの４日間、六間通り会場を中心に開かれました。

「越前おおのおどり」をはじめ「大花火大会」「御輿でワッ

ショイ」など、たくさんの市民や帰省客でにぎわいました。

夏休み期間中、市内各地でさまざま

なイベントなどが行われました。その

一部を紹介します。
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退職者医療制度の届け出を
会社などを退職し、年金を受けている人は、国民健康
保険の退職者医療制度が利用できます。対象は、次の条
件にすべて該当する人とその被扶養者です。
対象
・国民健康保険に加入している人
・老人保健法の適用を受けていない人
・厚生年金や共済組合などの老齢年金を受けている人
※年金制度への加入期間が20年以上、または40歳
以降の加入期間が10年以上必要です。

医療を受けた場合の自己負担額が軽減されます
被保険者本人　　外来２割負担　　入院２割負担
被扶養者　　　　外来３割負担　　入院２割負担

平成15年４月より負担割合の変更が予定されています。
※入院時の食事代と、外来の薬剤の一部負担金は、

別途定額の自己負担が必要です。
手続きには、年金証書・印鑑・国民健康保険証などが
必要です。届け出はお早めに。

問い合わせ先 市民課国保係
（166・１１１１内線４５７）

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成
14

年
10
月
分
か
ら
平
成
15
年
３
月
分

ま
で
の
６
カ
月
分
を
前
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
を
前
納

す
る
と
、
割
引
さ
れ
る
た
め
大
変

お
得
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
前
納
額
は
次
の
と

お
り
で
す
。

定
額
保
険
料

７
９，

１
５
０
円

（
６
５
０
円
割
引
）

付
加
保
険
料

８
１，

５
３
０
円

（
６
７
０
円
割
引
）

※
前
納
の
納
付
期
限
は
、
10
月
末

日
で
す
。
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お
知
ら
せ�
お
知
ら
せ�

福
祉
会
館
、
嶺
南
会
場
＝
敦
賀

短
期
大
学

受
験
料

４
０
０
０
円

そ
の
他

免
除
制
度
あ
り

《
講
習
》

日
程

嶺
北
会
場
＝
11
月
１
日
m

嶺
南
会
場
＝
11
月
６
日
k

受
講
料

３
０
０
０
円

申
し
込
み
方
法

試
験
申
し
込
み

時
に
受
講
料
を
添
え
て

申
込
期
間

試
験
、
講
習
会
い
ず

れ
も
９
月
13
日
m
〜
30
日
i

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下

水
道
課
管
理
普
及
係
（
1
66
・

１
１
１
１
内
線
２
９
２
）

日
時

11
月
10
日
h
午
前
10
時
〜

場
所

大
野
地
区
消
防
本
部

種
類

乙
種
４
類
・
丙
種

受
験
資
格

特
に
な
し

必
要
な
書
類

受
験
願
書
（
大
野

地
区
消
防
本
部
に
準
備
）
・
６

カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
の

写
真
１
枚
・
試
験
手
数
料
の
払

込
受
付
証
明
書
（
所
定
の
も
の
）

農
業
用
の
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ

ク
タ
ー
は
、
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク

と
同
じ
よ
う
に
、
登
録
し
て
ナ
ン

バ
ー
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
同
時
に
軽
自
動
車
税
も

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
し
く
購
入
し
た
り
買
い
替
え

た
り
し
た
人
は
、
市
役
所
で
登
録

し
ま
し
ょ
う
。

必
要
な
物

印
鑑
・
車
体
の
形
式

の
分
か
る
も
の

税
額

年
間
１
０
０
０
円

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

収
税
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内

線
４
２
２
）

《
試
験
》

日
程

11
月
20
日
k

会
場

嶺
北
会
場
＝
福
井
市
市
民 9月

受
験
料

乙
種
４
類
＝
３
４
０
０

円
・
丙
種
＝
２
７
０
０
円

受
付
期
間

９
月
10
日
j
〜
18
日

k
（
土
・
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

提
出
方
法

持
参
ま
た
は
郵
送
で

（
郵
送
の
場
合
は
９
月
12
日
の

消
印
有
効
）

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
福
井

県
支
部
（
〒
９
１
０
ー
０
０
０

３
福
井
市
松
本
３
丁
目
16
ー
10

福
井
合
同
庁
舎
内
　
０
７
７
６

・
21
・
７
０
９
０
）

試
験
日

11
月
10
日
h

試
験
会
場

勝
山
高
校

受
験
料

調
理
師
６
１
０
０
円
▼

製
菓
衛
生
師
９
４
０
０
円

予
備
講
習
会

調
理
師
10
月
23
日

k
・
24
日
l
▼
製
菓
衛
生
師
10

月
７
日
i
・
23
日
l

講
習
会
場

有
終
会
館

講
習
受
講
料

調
理
師
・
製
菓
衛

生
師
と
も
に
１
万
５
０
０
０
円

申
し
込
み
受
付
期
間

試
験
、
講

習
会
い
ず
れ
も
９
月
２
日
i
〜

20
日
m

そ
の
他

受
験
に
は
、
２
年
間
以

上
の
調
理
従
事
経
験
が
必
要

問
い
合
わ
せ
先

奥
越
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
1
66
・
２
０
７
６
）

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師

試
験
と
予
備
講
習
会

奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（１4）

コ
ン
バ
イ
ン
も

登
録
が
必
要
で
す

税
務
課

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
年
金
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
５
）

日
時

９
月
７
日
n
午
後
２
時
〜

場
所

有
終
会
館

講
師

若
泉
征
三
さ
ん
（
元
今
立

町
長
）

テ
ー
マ

こ
れ
な
ら
分
か
る
「
市

町
村
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
」

対
象

市
民
約
80
人

参
加
費

無
料
（
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大

野
商
工
会
議
所
（
1
66
・
１
２

３
０
）

前
納
で
割
引
に

国
民
年
金
保
険
料

市
民
課

市
町
村
合
併
の
講
演
会

大
野
商
工
会
議
所

危
険
物
取
扱
者
の
試
験

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試
験
・
講
習
会

下
水
道
課



日
時

９
月
29
日
h
午
前
８
時
30

分
〜
11
時
（
子
宮
乳
が
ん
健
診

は
、
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30

分
）

場
所

有
終
会
館

内
容

生
活
習
慣
病
健
診
▼
胃
・

大
腸
・
子
宮
・
乳
が
ん
健
診

そ
の
他

手
元
に
各
健
診
の
問
診

票
が
あ
る
人
は
、
当
日
必
ず
持

参
く
だ
さ
い
。
問
診
票
が
な
い

場
合
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
９
月
25
日
k
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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活
環
境
課
市
民
生
活
係
（
1
66

・
１
１
１
１
内
線
４
６
４
）

あ
っ
宝
ん
ど
を
中
心
に
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
田
園

風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
一
緒
に
歩

き
ま
せ
ん
か
。

日
時

９
月
21
日
n
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

場
所

あ
っ
宝
ん
ど
・
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
広
場

内
容

ミ
ニ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
リ

ズ
ム
体
操
・
親
子
ふ
れ
あ
い
折

り
紙
・
乳
が
ん
予
防
教
室
・
血

圧
、
体
脂
肪
測
定
な
ど

参
加
費

無
料

そ
の
他

ミ
ニ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は

午
前
10
時
30
分
か
ら
約
３
i

歩
き
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る

場
合
は
、
９
月
20
日
m
ま
で
に

申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保

健
セ
ン
タ
ー
（
1
65
・
７
３
３
３
）

日
時

10
月
７
日
i
・
21
日
i
・

28
日
i
・
11
月
11
日
i
・
18
日

i
（
計
５
回
）
い
ず
れ
も
午
後

７
時
15
分
〜
８
時
15
分

場
所

あ
っ
宝
ん
ど

内
容

水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保

健
セ
ン
タ
ー
（
1
65
・
７
３
３
３
）

消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
る
悪
質
商
法
に
関
す
る
苦
情

相
談
が
、
年
々
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
、
ぜ

ひ
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

９
月
30
日
i
午
後
７
時
〜

８
時
30
分

場
所

有
終
会
館

内
容

悪
質
商
法
に
関
す
る
こ
と

参
加
費

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生

●INFORMATION

休
日
健
診
を
行
い
ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー

（１5）

お座敷列車「ふれあい市民号」
～京都御所　秋の特別参観ほか～

今年のお座敷列車は京都御所の特別参観ほか、東山三名
園・嵐山・市内散策から好きなコースを選んでまわる旅で
す。この旅行は九頭竜線の利用促進を目的に行われ、費用
の一部を市が助成しています。
日　時 10月14日i～15日j（１泊２日）
行き先 京都市内（京都御所ほか　グランヴィア京都泊）
集　合 午前７時30分までにＪＲ越前大野駅へ集合
対　象 市内に在住か勤務している18歳以上の人

（幼児の同伴はできません）
定　員 １５０人（先着順）
参加費 ３万円（コースによっては別に料金が必要です）
申し込み方法 個人またはグループごとに、所定の申込用
紙を記入の上、提出
申込期間 ９月９日i～10月４日m

その他 申込用紙は、９月９日iから生活環境課またはＪ
Ｒ越前大野駅で配布します
申し込み・問い合わせ先 生活環境課市民生活係

（166・１１１１内線４６１）

悪
質
商
法
は
身
近
な
問
題

奥
越
地
区
消
費
者
行
政
連
絡
会

あ
っ
宝
ウ
ォ
ー
ク

保
健
セ
ン
タ
ー

ア
ク
ア
体
操

市
民
課

参
加
費

３
２
５
０
円
（
プ
ー
ル

利
用
料
・
保
険
料
）

定
員

20
人

申
込
締
切
日

９
月
20
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

民
課
国
保
係
（
1
66
・
１
１
１

１
内
線
４
５
８
）

日
時

10
月
１
日
j
午
前
10
時
〜

場
所

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

内
容

官
公
庁
に
提
出
す
る
書
類

や
権
利
義
務
・
事
実
証
明
に
関

す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
先

県
行
政
書
士
会

大
野
支
部
長
　
栃
木
か
お
る
さ

ん
（
1
88
・
３
３
０
３
）

●
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会

日
時

９
月
14
日
h
午
前
９
時
〜

場
所

明
治
公
園

種
目

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
女

子
シ
ン
グ
ル
ス

対
象

市
内
の
小
中
学
生

参
加
費

２
０
０
円

申
し
込
み
方
法

住
所
・
氏
名

・
連
絡
先
を
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
先
ま
で

申
込
締
切
日

９
月
７
日
n

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

黒
崎
輝
彦
さ
ん
（
1
6
65
・

６
５
１
４
）

●
オ
ー
タ
ム
・
ダ
ブ
ル
ス
大
会

日
時

10
月
６
日
h
午
前
８
時

30
分
受
付
　
９
時
試
合
開
始

場
所

ふ
れ
あ
い
公
園

種
目

男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子

ダ
ブ
ル
ス
各
１
部
・
２
部

対
象

市
民
（
過
去
に
県
体
強

化
指
定
選
手
に
選
ば
れ
た
人

は
２
部
に
出
場
で
き
ま
せ
ん
）

参
加
費

１
組
３
０
０
０
円

申
し
込
み
方
法

住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
を
郵
送
、
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
先
ま
で

申
込
締
切
日

９
月
27
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

高
橋
や
え
子
さ
ん
　
中
野
57

―
２
―
８
（
1
66
・
２
６
０

５
　
6
65
・
６
１
５
２
）

※
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
月
〜

金
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
に
限
る

●
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
無
料
開
放

９
月
23
日
の
テ
ニ
ス
の
日
に
、

明
治
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

無
料
開
放
し
ま
す
。

日
時

９
月
23
日
h
午
前
８
時

30
分
〜
５
時

場
所

明
治
公
園

対
象

テ
ニ
ス
愛
好
者

問
い
合
わ
せ
先

市
テ
ニ
ス
協

会
事
務
局
　
石
神
正
啓
さ
ん

（
1
65
・
４
３
７
８
）

行
政
書
士
無
料
相
談
会

県
行
政
書
士
会

テ
ニ
ス
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
テ
ニ
ス
協
会
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と
回
る
と
い
う
感
じ
で
し
た
ね
。
作
業
を
し

て
い
る
と
体
に
も
み
殻
が
付
き
、
か
ゆ
く
て

た
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
よ
。
そ
の
こ
ろ
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、

ま
ず
農
作
業
を
手
伝
い
、
夕
食
後
、
さ
ら
に

こ
の
作
業
を
三
時
間
あ
ま
り
行
い
ま
し
た
。

疲
れ
き
っ
て
宿
題
を
忘
れ
て
寝
て
し
ま
い
、

先
生
に
怒
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
ね
」

昭
和
三
十
年
代
に
入
り
、
近
所
の
人
た
ち

と
共
同
で
も
み
す
り
機
を
購
入
し
た
た
め
、

臼
は
使
わ
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
何
十
年
も
使
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

一
度
捨
て
て
し
ま
お
う
と
思
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
村
の
歴
史
が
無
く
な
る

よ
う
な
気
が
し
て
、
ど
う
し
て
も
捨
て
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
当
時
使
っ
て

い
た
も
の
は
、
大
切
に
保
存
す
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。
ま
た
活
字
で
も
記
録
を
残
し

（１6）

今
年
の
夏
も
暑
か
っ

た
。
そ
ん
な
暑
さ
の
中

で
心
も
体
も
バ
テ
気
味

の
と
こ
ろ
に
、
二
人
の

友
人
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
絵

手
紙
で
暑
中
見
舞
い
の

は
が
き
が
届
い
た
▼
一
人
は
こ
こ
三
、
四
年
、

毎
年
届
く
年
賀
状
や
暑
中
見
舞
い
の
絵
柄
に
魅

せ
ら
れ
て
い
た
。
今
回
は
紫
色
の
朝
顔
が
手
慣

れ
た
筆
さ
ば
き
で
描
か
れ
て
あ
り
、
涼
し
さ
を

届
け
て
く
れ
た
。
も
う
一
人
は
、
最
近
絵
手
紙

教
室
に
通
い
始
め
た
と
便
り
が
届
い
て
い
た
。

そ
の
成
果
だ
ろ
う
か
、
う
ち
わ
の
絵
に
色
紙
が

張
っ
て
あ
り
「
涼
よ
と
ど
け
」
と
か
か
れ
て
い

て
、
ま
だ
筆
慣
れ
し
て
い
な
い
文
字
で
は
あ
る

が
、
十
分
に
涼
し
さ
を
感
じ
た
。
ど
ち
ら
の
絵

手
紙
か
ら
も
そ
の
人
の
や
さ
し
さ
、
温
か
さ
を

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
ん
な
手
書
き
の

便
り
は
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
た
▼
そ
の
返
事

を
私
は
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
で
返
し
た
。
な
ん

と
風
情
の
無
い
こ
と
を
し
た
も
の
だ
と
後
悔
し

て
い
た
。
そ
ん
な
と
き
同
じ
思
い
を
し
て
い
た

友
人
か
ら
絵
手
紙
教
室
に
誘
わ
れ
、
一
つ
返
事

で
了
解
し
た
▼
そ
ん
な
中
、
今
年
は
京
都
へ
川

床
料
理
を
味
わ
い
に
出
か
け
た
。
山
科
の
山
の

中
、
川
の
流
れ
や
虫
の
音
を
聞
き
な
が
ら
の
料

理
は
格
別
で
あ
っ
た
。
自
然
を
満
喫
し
た
一
日

と
な
っ
た
。
そ
し
て
夏
の
終
わ
り
に
先
月
号
の

表
紙
で
紹
介
し
た
仏
御
前
の
滝
へ
出
か
け
た
。

滝
ま
で
の
道
の
り
に
汗
を
か
い
た
が
、
滝
の
水

し
ぶ
き
に
涼
し
さ
と
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
十
分

に
吸
収
し
た
▼
来
年
は
こ
の
涼
し
さ
を
き
っ
と

絵
手
紙
に
描
い
て
、
友
人
た
ち
に
送
ろ
う
と
今

か
ら
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
　
　
　
（
小
）

有
明
町
の
久
保
藤
士
継
さ
ん
（
六
十
三
歳
）

の
宝
は
、
も
み
す
り
臼
と
い
う
農
具
で
す
。

も
み
を
こ
の
中
に
入
れ
、
石
臼
と
同
じ
よ
う

に
回
し
、
米
と
も
み
殻
に
分
け
る
も
の
で
、

昭
和
二
十
年
代
後
半
ま
で
使
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。

久
保
さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
、
上
打

波
の
嵐
と
い
う
山
間
部
の
集
落
で
、
昭
和
四

十
三
年
ご
ろ
ま
で
住
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

「
こ
の
臼
は
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ
ろ

ま
で
使
っ
て
い
ま
し
た
。
回
す
の
は
、
か
な

り
の
重
労
働
で
、
弟
と
二
人
が
か
り
で
や
っ

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数

人　　　口

男

女

６月中の異動

８月１日現在

11,864世帯

40,513人

19,404人

21,109人

前　月　比

＋17世帯

＋11人

－2人

＋13人

転 入

転 出

66人

52人

出 生

死 亡

32人

35人

総　件　数

件　数

死　者

傷　者

物損事故

件数内訳

338件

92件

5人

118人

246件

平成14年
７ 月 末

比 較
平成13年
７ 月 末

427件

96件

1人

121人

331件

－89件

－4件

＋4人

－3人

－85件

人
身
事
故

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
1
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）
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児
童
セ
ン
タ
ー
の
「
暑
さ
が

ま
ん
大
会
」
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
カ
ー
テ
ン
を
締
め
き
り
ス

ト
ー
ブ
が
た
か
れ
た
部
屋
は
、

な
ん
と
四
十
二
℃
。
額
に
玉
の

よ
う
な
汗
を
浮
か
べ
が
ん
ば
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
比
べ
、

早
々
に
ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
み
ん
な
の
元
気
が
う
ら

や
ま
し
い
…
（
養
）

編
集
後
記

内　訳

思
い
出
の
農
具
、も
み
す
り
臼

久
保
藤
士

と

し

継つ
ぐ

さ
ん
（
有
明
町
）

93

て
い
こ
う
と
、
当
時
の
村
の
様
子
や
生
活
な

ど
を
、
少
し
ず
つ
ノ
ー
ト
に
書
き
始
め
て
い

る
ん
で
す
よ
。
何
年
か
経
っ
て
、
時
間
に
余

裕
が
で
き
た
ら
、
ま
た
こ
こ
で
暮
ら
し
た
い

で
す
ね
」
と
目
を
細
め
ま
し
た
。

県
内
随
一
の
サ
ト
イ
モ
の
産

地
で
あ
る
大
野
。
身
が
し
ま
っ

て
い
て
煮
く
ず
れ
し
に
く
い
こ

と
や
、
食
べ
た
と
き
の
歯
ざ
わ

り
、
ね
ば
り
な
ど
か
ら
、
県
内

外
で
も
美
味
と
し
て
人
気
が
あ

り
ま
す
。
収
穫
を
前
に
し
た
サ

ト
イ
モ
畑
で
は
、
残
暑
の
中
、

青
々
と
し
た
大
き
な
葉
が
風
に

ゆ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
野
え
え
と
こ
⑥


